
  

 
 

校長 五十嵐 義幸  

その子には、重い脳性麻痺がありました。反応も遅く、字なども書けませんでした。 

 その子が、ある日、先生に「お母さんにお手紙を書きたい」と言います。ものすごい時間と体

力を使って、やりたいことを先生に伝えたのです。 

 さあ、先生は考えました。長い文章になるだろうその手紙を、どうやって書くのかです。 

 パソコンに大きな字が出るようにして、例えば「あ」を出して、違ったら目を動かす。あって

たら口を動かす。そうして一字一字を綴っていく作文が始まりました。 

 とても長い長い時間がかかりました。どんな内容なのか、あらましを感じ取るのに相当の時間

を要しました。それがわかってくると、次に来る文字も予想できるようになるからです。 

 その子と先生とやっとの思いで、できたお手紙は次のようなものでした。 

 その子は、お手紙をお母さんに渡した数週間後、静かに旅立ったそうです。 

 その子と作文を書いた、特別支援学校の先生が話していたのがこの言葉です。 

 「大切なことを、大切にすることが大切なのです。」 

 私は、「今、この子のお話を聞いてあげなくちゃ」と思いながらも、仕事の忙しさや別のこと

を進めなければならない状況から、後回しにしてしまうことがあります。その時じゃなくては、

できないことだったかも知れないのに。実は、大切なことを大切にするのはけっこう難しいこと

なのじゃないかなと、振り返って思いました。 

 そして、「大切なことを、大切にすること」が、寄り添うということなのかなとも思うので

す。もちろん、一方通行ではいけないと思います。「こんなに寄り添っているのに！」と頭にく

るようなことではいけないのです。だから、言葉が必要です。あなたを大切に思っていることを

言葉でも伝えないとわかってはくれません。叱るときだってそうです。私の反省です…「きっと

わかってくれている」「きっと伝わっている」は意外と届いていないものです。 

でも大丈夫、あなたを大切にしていますよという思いは、姿、言葉、動作や表情に自然に溢れ

ているものです。それを「寄り添う」と言うのでしょう。 
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自 分 か ら 

ま っ す ぐ 

「『寄り添う』ということ」 

 

  」 
 

 

私が生まれなかったら、お母さんは障がいの子をもって大変だねと言われなかったのに、も

っと楽しい生活を送れたのに。 

お母さんありがとう。お母さんありがとう。 

僕を抱いてくれて、ありがとう。 

僕が見えるお母さんの手はこんなに細いんだね。それなのにこんなに大切にしてくれます。 

お母さんありがとう。お母さんありがとう。 

愛してくれてありがとう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

パラスポーツ体験会を行いました 
９月４日（木）、５・６年生を対象に、パラアスリートをお

招きして実施しました。アスリートは、車いすラグビーチーム

「BLITZ」に所属する日向 顕寛選手です。子供たちは、ラグビ

ー用の車いすに乗り、一人一人、日向選手にタックルしました。

大きな音に驚く児童もおりましたが、映像とは違う迫力を目の

当たりにし、子供たちは日向選手の力強さを実感しました。「車

いすラグビーってかっこいい」とつぶやく児童もおりました。 

日向選手の日常生活について、お話を聞き質問もしました。

子供たちにとって、インクルーシブの視点で物事を感じたり考

えたりすることができた体験会となりました。 

また、この事業を提供する企業のお仕事の一つである、道路

の測量についても体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

ヒグマの出没に関する 

ご協力のお願い  

先週は、校区内でのヒグマ出没の情報がありましたが、お

子様への注意喚起、見守り等にご協力くださりありがとうご

ざいます。今年は、本校校区内においてクマの出没や食害被

害の情報が相次いでおります。特に早朝や夜の時間帯、かつ

山林近くの情報等が多く、児童の登下校・放課後や休日等の

安全確保が心配されている状況です。 

学校では子供たちに、下記の注意喚

起を行いました。ご家庭でもお子様と

ご確認くださると助かります。ご理解

とご協力をお願いいたします。 

【クマ出没情報が出たら】 

・登下校は、可能な範囲で、複数で通学路など大きな道路を

通る。 

・森林や新道近くの果樹園などには、できるだけ近づかない。 

・食べ歩きなど、クマの興味を引く行動は絶対にしない。 

【もしクマに出会ったら】 

・近くの家やお店に逃げる。 

・じっとにらんで、あとずさり。 

（大声を出すとびっくりして襲ってくる） 

【ご家庭へのお願い】 

・放課後、遊びに行くときは、お家の人に行く場所を伝える。 

・登下校が心配なご家庭は、送迎や見守りなどをお願いいた

します。 

 七重小学校運営協議会の取組紹介  

七小コミュニティ・スクール（ＣＳ）フェス 

『こども体験広場』を開催します 

 七重小学校学校運営協議会では、「子供た

ちが夢のかけらを見つける応援をしたい！と

考え、昨年に引き続き、こども体験広場を開

催します。近くなりましたら、チラシで詳細

をお知らせします。ご都合がつきましたら、

ぜひお越しください。 

【日時】  

１０月１８日（土）１３：３０～１５：３０ 

【対象】 

七重小学校の子供たち。保護者の皆様や就学

前の弟妹もご来場いただけます。 

 

９月２７日（土）に、食育の一環として「お豆

腐作り体験会」が行われました。講師に日乃出食

品株式会社 工藤さんをお招きし、豆腐について

工藤さんに教えていただいたり、校内を回り豆腐

に関わる問題に挑戦したりしました。 

もちろん、出来上がった豆

腐は、とてもおいしそう！！ 

親子でよい体験を共有する

研修会となりました。 

 

 

 

 

 

 


